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●甲賀市水口町朝日が丘６-32●TEL：0748-63-1130
●営業時間：11：30～14：00・18：00～22：00
●定休日：月曜日●駐車場：８台
※コース料理は前日までに予約を

見ておいしい！
食べておておいしい！
見ておいしい！
食べておておいしい！

春の近江八春の近江八幡を撮ろう
写真コンテスト作品募集 MAIL osk.jim@mbx.mainichi.co.jp

TEL 06-6346-8103

安　土

●場所：安土城考古博物館（蒲生郡安土町下豊浦6678）●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：５/14、21、28、６/４●料金：大人860円 学生610円 小人400円
●お問い合わせ：安土城考古博物館 /0748-46-2424

栗　東

●場所：栗東歴史民俗博物館（栗東市小野223-８）●時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：５/14、21、28、６/４●料金：大人200円 高大生150円 小中生100円
●お問い合わせ：栗東歴史民俗博物館/ 077-554-2733

米　原開催中

●場所：醒井「水の宿駅」２Ｆ湧水ギャラリー（米原市醒井688-10）
●時間：10：00～17：00●料金：無料●お問い合わせ：醒井「水の宿駅」/ 0749-54-8222

彦　根

●場所：滋賀大学経済学部附属史料館 １階展示室（彦根市馬場１-１-１）
●時間：9：30～16：00●休館日：土・日・祝日●料金：無料
●お問い合わせ：滋賀大学経済学部附属史料館/0749-27-1046

近江八幡

5/18
（金）

5/29
（火）

開催中

開催中

●場所：男女共同参画センター 大ホール（近江八幡市鷹飼町80-４）●時間：9：50～11：50
●料金：会員2,500円 一般3,000円●お問い合わせ：塚本楽器 /0748-33-5198

湖　南

●場所：常楽寺（湖南市西寺６-５-１）●時間：9：00～16：30
●料金：大人500円 高中生300円 小学生無料（保護者同伴のみ）
●お問い合わせ：常楽寺 /0748-77-3089

守　山

●場所：みさき自然公園（守山市今浜町十軒家2870-２/ 077-585-4280）
●時間：15：30～19：30●料金：200円（小学生以上）●持ち物：筆記用具、カップ、トレイ、はし、飲み物
●備考：雨天決行●お問い合わせ：守山湖岸振興会事務局（みらい政策課内）/077-582-1162
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●場所：長浜城歴史博物館 ３F展示室（長浜市公園町10-10/0749-63-4611）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）●休館日：６/４●料金：大人400円 小中生100円
●お問い合わせ：下郷共済会 鐘秀館/ 0749-63-5987

●彦根駅構内近江鉄道ミュージアムでは“まちなか博物館"の一つとして電気機関車や、昔懐か
　しい資料を公開中。また、国宝・彦根城築城400年祭を記念して「近江鉄道ミュージアム駅
　弁」を販売している。
●近江鉄道株式会社 鉄道部運輸課：0749-22-3303

●彦根市原町五反地180-49●TEL：0749-23-6600 
●工場見学：（所要時間約90分）

予約制。到着日時・出発時刻・団体名・人数・見学内容などを連絡のこと。
詳細は問い合わせを。

http://www.biwako.ne.jp/~kakumiya/
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近江鉄道水口駅近くにある「庵」は、ご主人

の立岡正規さんが丹精込めて作る和食が評

判の店。

２年前にオープンして以来、女性客を中心

に大人気。

今回ご紹介するのは

【竹籠ランチ】（2,000円） 
・８種の小鉢
（造り、揚げ物、たき合わせ、和え物、酢の物、
　カクテル、八寸、蒸し物）
・ご飯・汁物 ・ デザート・コーヒー

竹籠にはマグロのやまかけ、豚の角煮、紫

わらびの白和え、かき揚げなど、すてきな

彩りの小鉢がズラリ、ぜいたくな盛り付け

には思わずうっとり。一つ一つ丁寧に作ら

れた料理はあっさりとしていてどれもおい

しい！20年間割烹で修行を積んだ立岡さ

んの料理は、野菜が中心で優しい味付け。

器には信楽焼きと有田焼きを用い、店内に

はセンスあふれる小物が飾られている。「お

客様にゆっくり過ごしていただきたい」と立

岡さん。上品なラン

チが堪能できる。

ただし昼はなるべく

電話予約を。

　　　　　　（取材・安達）

彦根市内には近江鉄道の駅が５つあり、駅舎を利用して

コンサートが開かれるなど、文化活動、情報発信、地域

交流の場として欠かせないものと

なっている。

彦根駅などの有人駅では自動改札ではなく駅員がパンチで切

符に切り込みを入れてくれる。手渡しの温かさにホッとする瞬

間だ。「お客さんの身になってサービスにつとめています」と彦

根駅長の田中敏春さん。彦根城へはのんびり電車で出かけよう。

●主会場：長浜豊公園噴水広場（長浜市公園町）
●参加費：一般2,000円 中学生以下800円 
※１日参加、２日参加とも同額。　※大会当日会場で受付。
●持ち物：コップ、水筒、昼食、雨具、健康保険証ほか
●一般参加記念品：ゼッケン・大会誌・コース地図・バッジ・完歩証、２日間完歩記念品など。
　　　　　　　　　　そのほか、参加者特典として長浜城歴史博物館の常設展を観覧できる。
※中学生以下の参加は記念品が子供記念品となるため、大会誌はなし。
●お問い合わせ：びわ湖長浜ツーデーマーチ実行委員会事務局/ 0749-62-3095
http://www.biwa.ne.jp/~bunspo/
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立岡さんの奥立岡さんの奥様、立岡さん、スタ様、立岡さん、スタッフのみなさんフのみなさん立岡さんの奥様、立岡さん、スタッフのみなさん
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マイペースで自由歩行を楽し

むイベント。家族向けの10キロ

から健脚向けの40キロまでい

くつかのコースが用意されてい

るので、自分のレベルに合わせ

て無理なく参加できる。さわや

かな湖岸を歩いてみよう。

※雨天決行、１日だけの参加も可

貯蔵樽の中の貯蔵樽の中の「もろみ」「もろみ」貯蔵樽の中の「もろみ」

貯蔵樽貯蔵樽貯蔵樽

くら びと

彦根市のしょうゆ蔵「原宮喜本店」を訪ねた。

ここは旧中山道沿いの細い通りにあり、

木樽を使って仕込む「天然本醸造」が自慢

の老舗。原務さんは８代目にあたる。

早速、工場見学に参加し「かくみやしょう

ゆができるまで」を蔵人の浦野朗さんに

説明していただいた。

しょうゆの仕込みは冬から春にかけての

寒い時期に始められる。「この時期は雑

菌が少ないから」と浦野さん。

まずは麦をいり、大豆を蒸してこれらを

ムロ（製麹室）で混合する。次にしょうゆ

種と言われる麹菌を混ぜ合わせ、しょう

ゆ麹を育てる。その後、貯蔵樽に移して

塩水を加え、約３年間熟成させてモロ

ミにし、これを絞ってしょうゆにする。

工程のいくつかは機械化されているが、

発酵中の木樽に柄の長い「かい」を使って

空気を送り込む「かいつき」と呼ばれる作

業は今も人の手による。

気温や湿度によって頻度や回数を変えなけ

ればならず、長年の経験が頼りだという。

「手間ひまかけてゆっくりとしょうゆを育

てていきます。農業に近い感覚です」と

浦野さん。

原宮喜本店で

は木樽で３年

以上熟成させ

た天然本醸造

のしょうゆを

作っている。ア

ミノ酸が豊富

でうまみがあり、まろやかで風味が良い

と評判。   　　　　　　(取材/前川・瓜生)

製麹室製麹室製麹室
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